
















　　　再会前の英梨花の胸の内







　せっかちな桜が蕾を付け始め、春の足音が近づいてくる３月のとある日の夜。

　育ての父と母が復縁するからと、急に儲けられることになった食事会を間近に控えた英梨花は、自室の姿見の前でくるりと身を翻し、入念にチェックしていた。

　少し大人な感じになるよう意識して選んだモノトーンのワンピースは、英梨花の雪のように白い肌やミルクティー色の長い髪もよく映えており、誰が見てもため息を吐くことだろう。とてもよく似合っている。

「変じゃない、よね？」

　だけど呟き零れたその声は、不安の色に塗れていた。

　英梨花はあまり、自分の特徴的な容姿が好きではない。

　周囲と違う髪や肌の色、くっきりとした目鼻立ちは幼い頃からよく目立ち、そして異質に見られ、たくさんのいわれもない陰口に晒されてきた。

「……にぃに」

　胸に手を当て、もう何年も顔を合わせていない兄・について思い巡らす。

　英梨花ほどはないけれど、兄である翔太も周囲からは浮いた特徴を持っていた。

　しかし泣いてばかりいた自分と違って、兄はしっかりやられたらやり返し、そして英梨花を守ってくれた。

　当時どれだけ兄に救われ、心強かったことか。

　だから今でもずっと英梨花にとって、翔太は頼れる存在なのだ。

　その兄との再会はとても楽しみにしている一方、しかし不安の気持ちも強い。

　離れていた歳月はあまりにも長く、色々なものを変えてしまっている。

　英梨花自身、あの頃と比べて随分と髪や背も伸びたし、苦手だった茄子やトマトも好んで食べるようになった。身だしなみだって気を付けるようになったし、周囲に舐められないよう、勉学にも力を入れている。

　この目立つ容姿に対して向けられる目も、下心や妬みの色へと変わった。

　以前と同じであるはずがない。それはよくわかっている。

　いったい兄は、どういう風に変わっているのだろうか？

　かつてと同じように、自分を受け入れてくれるだろうか？

　胸の内はそんな気持ちでない交ぜになっているけれど、しかし兄のことを思えば思うほど、不思議と期待への気持ちが大きくなっていく。

「……ふふっ」

　そのことを自覚すると、思わず笑みが溺れた。空白の時間はあるけれど、やはり英梨花にとって兄は特別な存在のようだ。

　なら、少しでも成長した姿を見てもらおう。どうせなら驚かせたい。

　英梨花は気合を入れて、目いっぱいオシャレしていこうと決めた。




　そして少しばかり寝不足気味で迎えた、食事会当日。

　翔太の姿を見た瞬間、一目で兄だと分かった。眠気は一気に吹き飛び、目を丸くする。

　確かに記憶の中の姿とは違う。

　同じくらいだった目線は見上げるほど高くなっており、身体つきも随分がっしりとしている。異性だと感じさせる、面持ちだ。

　だけど自分と血の繋がりを感じさせるくすんだ紅茶の様な髪に色白な肌、彫りが深めの顔立ち。そしてなにより、驚きつつもあの時と変わらない、英梨花を映す暖かな瞳。英梨花の好きな目は、そのままだった。

　たちまち胸の奥底から、かつてと同じ気持ちが湧き上がってくる。

　胸がきゅっと締め付けられ、ドクンと心臓が跳ねる。

　もう一度、あの時と同じように家族として傍に居られることへの期待と高揚。

　英梨花は頬が熱を帯びていくのを自覚しながら、何度も頭の中でシミュレーションした言葉を紡ぐ。

「久しぶり、兄さん」




　──あの、何も知らなかった頃のような家族妹で居られますようにと、想いを込めて。
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